
























提案し、その検証を行った 7 章で構成されている。  
 








 第 2 章では、GIT で強震動特性を評価するために必要となる公開されている日本全国
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 第 6 章では、まず、前章までに提案した強震動特性に関する予測モデルに基づき、
日本全国の任意地点を対象にした強震動予測手法を提案した。そして、提案手法の適









































３．2011 年東北地方太平洋沖地震の最大余震である茨城県沖の Mw 7.8 の地震を対象に
した強震動シミュレーションを実施し、観測波形と計算波形およびそれらのフーリ
エ震幅スペクトル等を比較することで、提案手法の妥当性を客観的に検証するとと
もに、適用上の課題を明らかにしている。 
 
 本論文では、強震動特性評価に関する新たな学術的知見を提供するのみならず、日本
全国の任意地点における地盤増幅特性を定量的に考慮できる新しい強震動予測手法を
提案しており、これらは今後の耐震設計および地震災害予測と対策に大きく貢献するも
ので、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の
学位論文として価値あるものと認める。また、令和２年１月１４日、論文内容とそれに
関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしてい
ることを確認し、合格と認めた。 
 
 
